
■揚土（埋立部）の本格化■ 平成2１年４月１７日

現在、埋立部では管中混合固化処理土の

 

施工が約半分程度まで進み、陸上部分が多

 

く見られるようになってきました（写真①

 

参照）。これからの埋立部の施工は『揚

 

土』といわれる工種がメインとなり、埋立

 

作業が本格化していきます。

揚土については、護岸の内側から山砂等を投入する

 

「堤内揚土」と護岸の外側から投入する「堤外揚土」が

 

あります。

 

（写真①参照）
■堤外側からの揚土方法

護岸の外側から揚土船（リクレーマ船）を使用して山

 

砂等を堤内側の陸上部分に仮置きします（写真②、③参

 

照）。次に仮置場所から揚土先までダンプトラック等で

 

運搬し（写真⑤参照）、運搬後、ブルドーザ等により所

 

定の厚さまで敷き均しを行い（写真⑥参照）、最後に振

 

動ローラ等で転圧を行います。
■堤内側からの揚土方法

護岸の内側から揚土船（リクレーマ船）を使用して山

 

砂等を直接投入します。（写真④参照）
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☆写真では分かりづらいですが、
タイヤの高さは“大人の背丈”程あります。
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